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〒110-0015  東京都台東区東上野 1-26-2 オーラムビル2F
TEL.0120-979-495（03-5812-0811）営業時間 10:00～18:00（平日）
FAX.03-5812-0818  http://www.jewelersjapan.co.jp/

宝石・時計・眼鏡の小売店の明日を考える

株式会社　ジュエラーズジャパン
全国250店舗の【宝石・時計・眼鏡】の専門店が加盟するボランタリーチェーンです。
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e-mail/woodybell12@gmail.com

TEL 03-5688-2390

Woody Bell （ウッディー ベル）
東京都台東区東上野2-10-2第5政木ビル3階

特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

簡単に着脱できるマグネット式にして、
留め金を無くしました。多彩なカラー
と素材展開で、どんなスタイルにも対
応できます。

http://www.sunchalaine.com

金具のないネックレス

家庭用永久磁石磁気治療器

ULTRA Neo®は当社の登録商標。商品は当社の特許製品。模倣行為は違法であり、禁止。

〒110-0005　
東京都台東区上野5-16-16 天美ビル3階
TEL:03-3836-5800　FAX:03-3836-5850
E-mail:info@sunchalaine.com

　アルファーミラージュ㈱が、
世界中で使用されている最新の米国
GIA製の合成ダイヤモンド判定器
「iD100」の販売を開始し、話題を呼ん
でいる。
　「iD100」は、紫外線A波を照射して光
学シグナルを自動的に収集及び分析す

ることで、天然ダイヤモンド特有の発光の
特徴を検出し、天然ダイヤモンドとそれ以
外（合成ダイヤモンド、モアサナイト、
キュービックジルコニアetc.）を識別する。
　ファイバープローブの先から照射さ
れるUV光をあてるだけで、一石あたり

わずか2秒で測定、判定結果は画面表
示及び音声で通知される。
　ルースだけでなく枠付きや埋め込み
ダイヤモンドも判定可能で、直径
0.9mm（約0.005ct）以上、カラーグ
レードD～Jカラーのダイヤモンドに対

応でき、幅広く利用可能だ。
　難しい設定などは一切不要で、電源
を入れるだけで誰でも簡単に正確な
測定が行える。
　国内外の鑑定機関でも多数使用され
ており、いま最もスタンダードな合成ダイ

ヤモンド判定器とし
て注目されている。
販売価格は70万
円＋税（輸入品に
つき、予告なく価

格・仕様が変更の場合もある）。
▼問合せ先＝アルファーミラージュ㈱：
〒534-0021 大阪市都島区都島本通
3-2-19 TEL：06-6924-2631／FAX：
06-6924-2022
E-mail：alfa@alfamirage.com

アルファーミラージュが販売

世界中で使用され話題の
最新の米国GIA合成ダイヤモンド判定器

　真珠科学研究所（小松博代表）は、
鑑別鑑定部門を、8月17日より新事務
所にて営業すると発表した。
　なお、クリーニング部門並びにセミ
ナー開催においては変更なく、現在の
事務所で継続していく。
　鑑別鑑定部門の新事務所は、東京
都台東区台東3-16-5ミハマビル3F
（〒110-0016）。電話とFAXに変わり
はない（TEL .03 - 3834 - 7050／
FAX.03-3834-7088）。
　また、夏季休業が8月13日～16日と
なっており、その前後は混雑が予想さ
れるので、急ぎの場合は余裕ある日程
で依頼したい。

アルファーミラージュが販売

世界中で使用され話題の
最新の米国GIA合成ダイヤモンド判定器

真珠研の鑑別鑑定部門を
新事務所へ移転
8月17日より

【7月24日】
◆ディーラーは夏休みモードで
取引はスロー。
　バイヤーは閑散期に高い値引
きを求めているが、サプライヤー
は価格を保持している。
　米国での小売りは季節的に鈍
化しているが、eコマースではプラ
イムデーの売上がAmazonのサ
イバー・マンデーとブラック・フラ
イデーを上回るほど好調。
　周大福の第2四半期の同店舗売
上高が中国で4%増加、香港・マカ
オで26％増加するなどアジアの成長が続く。
　弱い人民元は第3四半期の個人消費
に影響を及ぼすことが懸念されている。
　原石取引は安定しており、品薄感が価
格を支えている。
　De Beersの上半期の生産量は1,750万
ctsと8％増加、売上は1,780ctsと7％減
少、平均価格は162ドル/ctと4％増加した。

◆インド：夏季需要の低迷及びインド・ル
ピー下落、倒産の噂などで市場心理が悪
化している。
　税関職員による4.4億ドルの詐欺のた
め出荷の遅れが生じており、ディーラーは

不満を抱いている。
　市場での海外バイヤーは少ない。
 1ct及びGIA dossier付商品の
動きは良い。
　原石の需要は安定しているが、
研磨業者は過剰在庫の増加に注
意を払っている。

◆香港：夏の景気減速と弱い人
民元のため市場は慎重。
　0.30-1ct、D-M、VS-SIの需要
が堅調。
　3VG以上の３EXに高いプレミ

アムが付いている。
　3ct以上の需要が改善しているが、品
薄で取引が抑制されている。
　ファンシーシェイプとファンシーカラー
ダイヤモンドへの関心が高まっている。

◆RapNet Diamond Index（D-H、
IF-VS2） 、全体的に横ばい状態。
　ベストプライスは3.0ctの-1.2%を除き
他はわずかに上昇。
　平均価格は0.3c tが2 .4%と上昇、
1.5ctが変わらず、他は微増微減。

［提供 : ㈱ネットジャパン  http://www.net-japan.co.jp/market/2018/07/e.html］

Rapaport Diamonds.net等より、一部抜粋
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　1952年、対日平和条約の発効に伴
い、外国人の権利能力について条約に
規定する場合の外、日本国民に対し、
その国民と同一の条件によって権利能
力を認める国の国民に対しては、相互
主義によって権利能力を認める旨の規
定を追加した。
　当時の出来事としては、1953年ＮＨＫ
がテレビ放送を開始、川鉄千葉製鉄所

の操業開始、1955年トヨタ自動車が乗
用車クラウンを発売、東京通信工業（現
ソニー）がトランジスタラジオを発表、
1956年呉のＮＢＣ造船所で世界最大の
タンカーが進水、商船の進水は174万ト
ンとなり世界首位へ、東海道線が全線に
わたって電化、1957年光学機械の対米
輸出額がドイツを抜いて首位へ、1958
年富士重工製作のジェット練習機Ｔ１が
初飛行に成功、本田技研が50ｃｃの
オートバイクを発表した。
　1950年に特許制度改正審議会を設
立し、その審議の結果、1959年（昭和34
年）、現在の特許法の基礎となる昭和34
年法が法律として成立した。
 （特許業務法人共生国際特許事業所所長）

　其の 26
佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』

1959年（昭和34年）、現在の特許法の
基礎となる昭和34年方が成立
　

とだから、そのあたりを含めてきちんと
説明するのが、国内第一の時計メー
カーの義務というものだろう。
　FAX一本、“問答無用の企業姿勢
で万事事足れり”と考えているとした
ら、それはもう小売店を川下のビジネ
スパートナーとして位置付けているの
ではなく、二次三次下請けの扱い感覚
だろうね。「セイコーの時計を扱わせて
やっているというね」殿様気分。たまん
ないね。蹴散らしても踏み潰しても、さ
ほど痛痒は感じないということか。
　このFAXの最後の一文がね、無神
経むき出しで面白い。セイコーの人材
のレベルがよくわかる。「本制度に何卒
ご理解賜りますようお願い申し上げま
すとともに、今後ますますグランドセイ
コーのご拡販をお願い申し上げます」
GSを小売店から取り上げようって制
度なのに、それでなんで小売店にGS
の拡販を要請するの。小売をなめきっ
た文章。これがセイコーか。
　ショップ制度は、一面では販売店舗
が絞られるだけに、必ずしも成功する
とは言えない。大赤字でも出したなら、
一寸のコオロギたちは羽を擦り合わせ
て大喜び。大宴会だね。
　　　　　　　　　　　　　  貧骨
　　 cosmoloop.22k@nifty.com

　セイコーから一通のFAXが届いた。GS
の現在の販売を見直し、新たに「グランド
セイコーショップ」制度を2018年7月か
らスタートさせる。その概要というのは、
1 GSの常設コーナーを設置すること
2 GSを常時20本以上陳列すること
3 GSを年間、500万円以上販売するこ
とを条件としてGSの取り扱い販売を認
めるというものである。
　このショップになれなかった場合で
も、2018年年末までは出荷するがそれ
以降は出荷を受け付けないということで
ある。この制度の導入はGSのブランド独
立化に伴ったものであると書いてある。

　へえ～って思うね。いきなりこんな
FAXもらったらそりゃ驚くよね。どれだ

けの数の小売店がこの制度に参加する
かというより参加できるかって考えれば
ほんのわずかだろうね。ま、実際は零細
な小売店からGSを取り上げるための制
度だろう。これでGSのブランド価値が
上がるという訳だ。ほんとかね。二、三
年前ロレックスが販売条件をいきなり
厳しくして確か関西の時計組合が「死
活問題」だって騒いだ件とよく似てい
る。手法も似ているし、その強引さも似
ている。真似したんだね、猿みたいに。
　それでも海外ブランドならビジネスラ
イクの割りきりで分からないでもない。並
行輸入という抜け道もある。けど、セイ
コーがね。どの小売店だってセイコーと
は長い間、取引をしてきている。現在だっ
てそうだ。GSに限っても少量とはいえ販
売実績はあるはず。国内の時計小売店の
現在の停滞苦境も十分承知しているは
ずだろう。なんでGSを常時20本以上陳
列し、年間500万円以上販売しなくちゃ
ならないのか。多くの小売店が参加でき
るような条件設定の配慮が微塵もない。
　それではネット販売はどう対処する
のかな。ブランド価値を高めるなら、量
販店の値引き販売はやめさせるのか、
チェーン店の場合本部で一括20本仕
入れればいいのか、アウトレットはどう
するのか。小売店の利益に直結するこ

なぜＧＳ（グランドセイコー）は
販売条件が厳しくなるのか

暑中お見舞い申し上げます

これがセイコーのやり方とは

小売の十字路小売の十字路 146
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